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地域振興推進費事業計画・自己評価書　

現 状 と
課 題

　使用方法が簡便で、同時に多数の職員が情報共有できる連絡手段がない。
　現在、配備されている公用携帯電話（４台）は、防災業務に使用されており他業務に使用でき
ない。また、携帯電話では、複数の職員で情報共有するには不便である。
　新たに携帯電話を導入した場合、ランニングコスト（通話料）が膨大となる。
　（AU携帯電話の通話料：2,200円×12月×7台＝184,800円/1年）
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kitachi-kenmin@pref.nagano.lg.jp

ｂ－ｃ

・屋内外での行事、イベント等においてスタッフの連絡、情報共有の手段として活用
・山火事防止、山岳環境パトロール等の連絡用手段として活用
・工事現場の見回り検査等で活用

計

当初計画額
変更（最終）

計画額
実績額

評 価事 業 の 成 果

今後の方向性

事
業
実
績
･
成
果

デジタル無線機
購入

693,000

山岳地域のパトロール、緊急時の迅速かつ的確な情報伝達手段の確保

30,000 29,750

0

無線局申請料

備考
差引

ｂ ｃ

29,750

事 業 実 績

・デジタル簡易無線機7台を導入（２/20）
・総務省より無線局の免許を取得（３/８）

・３月に購入したことから、次年度以降、
有効活用を図るため、庁内各課に導入
及び利用を周知。春の交通安全運動、
信州あいさつ運動、避難所運営マニュ
アルに基づく訓練、北アルプス地域植
樹祭　などで既に活用予定となってい
る。
・次年度以降、使用状況などを把握し、
導入効果を検証していく。

提 出 区 分
課題区分

事 業 名 情報共有体制強化事業

360,196

事

業

の

概

要

等
事業期間

目 的
（目指す姿）

内 容

( 変 更 後
の 内 容 )

　北アルプス地域北部を中心とした山岳地帯では、携帯電話不感地帯も多く、緊急時の情報共
有体制の充実が課題となっている。また、環境保全やスキー場パトロール、大規模な販売会等
の際、あるいは、今後取り組んでいく高山帯等への野生鳥獣出現状況把握等の際には、複数
の職員等が同時に情報共有ができる体制が求められるため、情報共有体制の強化として、無
線機を導入する

トランシーバー（デジタル簡易無線機（免許局））を導入する。
　・使用方法が簡便である
　・同時に多数の職員が情報共有できる
　・ランニングコストが廉価である（600円×7台＝4,200円/1年）

成果目標

389,946

期待以上

期待どおり

やや下回る

期待以下


